
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ローカルエリアネットワークに接続され、ローカルエリアネットワークを介して電子メー
ルのやりとりを行う機能を少なくとも備えた複数のワークステーション装置と、ローカル
エリアネットワーク上でのデータのやりとりの機能と、公衆網を介して行うファクシミリ
伝送手順によるファクシミリデータのやりとりの機能を備えるとともに、ファクシミリ伝
送手順により受信するサブアドレス情報と、そのサブアドレス情報に対応したネットワー
クアドレスを関連づけて記憶したアドレス変換テーブルを備え、公衆網を介して受信した
画情報を、その画情報受信時に相手端末より通知されたサブアドレス情報に対応して上記
アドレス変換テーブルに記憶されているネットワークアドレスの宛先端末に、ローカルエ
リアネットワークを介して配信するネットワークファクシミリ装置を備えたネットワーク
ファクシミリシステムの制御方法において、
上記ネットワークファクシミリ装置は、上記公衆網を介して受信した画情報を蓄積する一
方、その画情報のデータ量が所定値よりも大きいときには、その所定値以内で、かつ、受
信した画情報のページ単位で画情報を分割し、２つ以上の分割パートを形成するとともに
、
画情報受信時に相手端末より通知されたサブアドレス情報に対応して上記アドレス変換テ
ーブルに記憶されているネットワークアドレスの宛先端末に対し、上記２つ以上の分割パ
ートに分割された画情報をそれぞれ本文情報とする複数の電子メールを送信することを特
徴とするネットワークファクシミリシステムの制御方法。
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【請求項２】
前記分割画情報の１ページ分のデータ量が、前記所定値よりも大きいときには、そのペー
ジの画情報を、上記所定値でさらに分割することを特徴とする請求項１記載のネットワー
クファクシミリシステムの制御方法。
【請求項３】
前記ワークステーション装置は、分割パートの画情報が本文情報に配置されている複数の
電子メールを受信すると、その全ての分割パートの画情報を分割順に連結して受信画情報
を作成することを特徴とする請求項１または請求項２記載のネットワークファクシミリシ
ステムの制御方法。
【請求項４】
前記ネットワークファクシミリ装置は、分割パートの画情報が本文情報に配置されている
複数の電子メールの「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドには、その分割順序をあらわす情報を
配置し、前記ワークステーション装置は、分割パートの画情報が本文情報に配置されてい
る複数の電子メールを受信すると、その「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドに配置されている
分割順序をあらわす情報を参照し、全ての分割パートの画情報を分割順に連結して受信画
情報を作成することを特徴とする請求項３記載のネットワークファクシミリシステムの制
御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ローカルエリアネットワークに接続され、ローカルエリアネットワークを介し
て電子メールのやりとりを行う機能を少なくとも備えた複数のワークステーション装置と
、ローカルエリアネットワーク上でのデータのやりとりの機能と、公衆網を介して行うフ
ァクシミリ伝送手順によるファクシミリデータのやりとりの機能を備えるとともに、ファ
クシミリ伝送手順により受信するサブアドレス情報と、そのサブアドレス情報に対応した
ネットワークアドレスを関連づけて記憶したアドレス変換テーブルを備え、公衆網を介し
て受信した画情報を、その画情報受信時に相手端末より通知されたサブアドレス情報に対
応して上記アドレス変換テーブルに記憶されているネットワークアドレスの宛先端末に、
ローカルエリアネットワークを介して配信するネットワークファクシミリ装置を備えてネ
ットワークファクシミリシステムの制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ローカルエリアネットワークに接続され、ローカルエリアネットワークを介して電
子メールのやりとりを行う機能を少なくとも備えた複数のワークステーション装置と、ロ
ーカルエリアネットワーク上でのデータのやりとりの機能と、公衆網を介して行うファク
シミリ伝送手順によるファクシミリデータのやりとりの機能を備えるとともに、ファクシ
ミリ伝送手順により受信するサブアドレス情報と、そのサブアドレス情報に対応したネッ
トワークアドレスを関連づけて記憶したアドレス変換テーブルを備え、公衆網を介して受
信した画情報を、その画情報受信時に相手端末より通知されたサブアドレス情報に対応し
て上記アドレス変換テーブルに記憶されているネットワークアドレスの宛先端末に、ロー
カルエリアネットワークを介して配信するネットワークファクシミリ装置を備えたネット
ワークファクシミリシステムが提案されている。
【０００３】
また、通常、このネットワークファクシミリ装置から宛先端末への画情報の配信は、いわ
ゆるインターネット式の電子メールを用いて行われる。
【０００４】
このようなネットワークファクシミリ装置を利用すると、ローカルエリアネットワークに
接続したワークステーション装置に対し、公衆網に接続されているファクシミリ装置から
の画情報を配信することができるので、ファクシミリネットワークの利用性を大幅に拡大
することができ、非常に便利である。
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【０００５】
また、接続されたローカルエリアネットワークが、インターネットに接続されている場合
には、インターネットを介して他のローカルエリアネットワークに接続された端末装置に
対しても画情報送信動作を行うことができることになる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このようなネットワークファクシミリ装置を利用したネットワークファク
シミリシステムでは、次のような不都合を生じていた。
【０００７】
すなわち、インターネット上においては、電子メールは、複数のメールサーバ装置を順次
転送されて、目的の宛先端末がサービスを受けるメールサーバ装置へと到着する。
【０００８】
したがって、電子メールの転送経路には、多数のメールサーバ装置が介在し、その中には
、電子メールの本文情報のデータ量を制限しているメールサーバ装置も存在する可能性が
ある。このような本文情報のデータ量の制限値としては、例えば、６４ＫＢ（キロバイト
；１ＫＢ＝１０２４Ｂ、１Ｂ＝８ビット）が適用される場合が多い。
【０００９】
ところで、電子メールの本文情報は、基本的には、７ビットコードの可読情報でなければ
ならないという制限があるが、この場合、ネットワークファクシミリ装置が送信しようと
する画情報は、バイナリデータであるので直接送信することができない。
【００１０】
そこで、通常、画情報は、ＭＩＭＥ（後述）形式の情報に変換し、そのＭＩＭＥ情報の画
情報を電子メールの本文情報に配置するようにしている。
【００１１】
一方、画情報のデータ量は、比較的大きく、場合によっては変換後のＭＩＭＥ情報のデー
タ量が、メールサーバ装置における本文情報のデータ量の制限値を超える場合があり、か
かる場合には、そのメールサーバ装置により、画情報の配信用の電子メールが廃棄され、
その結果、目的の宛先端末のユーザに、画情報を配信できないという事態を生じるおそれ
がある。
【００１２】
本発明は、かかる実情に鑑みてなされたものであり、目的の宛先端末のユーザに、画情報
を確実に配信できるようにしたネットワークファクシミリシステムの制御方法を提供する
ことを目的としている。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
本発明は、ローカルエリアネットワークに接続され、ローカルエリアネットワークを介し
て電子メールのやりとりを行う機能を少なくとも備えた複数のワークステーション装置と
、ローカルエリアネットワーク上でのデータのやりとりの機能と、公衆網を介して行うフ
ァクシミリ伝送手順によるファクシミリデータのやりとりの機能を備えるとともに、ファ
クシミリ伝送手順により受信するサブアドレス情報と、そのサブアドレス情報に対応した
ネットワークアドレスを関連づけて記憶したアドレス変換テーブルを備え、公衆網を介し
て受信した画情報を、その画情報受信時に相手端末より通知されたサブアドレス情報に対
応して上記アドレス変換テーブルに記憶されているネットワークアドレスの宛先端末に、
ローカルエリアネットワークを介して配信するネットワークファクシミリ装置を備えたネ
ットワークファクシミリシステムの制御方法において、上記ネットワークファクシミリ装
置は、上記公衆網を介して受信した画情報を蓄積する一方、その画情報のデータ量が所定
値よりも大きいときには、その所定値以内で、かつ、受信した画情報のページ単位で画情
報を分割し、２つ以上の分割パートを形成するとともに、画情報受信時に相手端末より通
知されたサブアドレス情報に対応して上記アドレス変換テーブルに記憶されているネット
ワークアドレスの宛先端末に対し、上記２つ以上の分割パートに分割された画情報をそれ
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ぞれ本文情報とする複数の電子メールを送信するようにしたものである。
【００１６】
また、前記ワークステーション装置は、分割パートの画情報が本文情報に配置されている
複数の電子メールを受信すると、その全ての分割パートの画情報を分割順に連結して受信
画情報を作成するようにしたものである。
【００１７】
また、前記ネットワークファクシミリ装置は、分割パートの画情報が本文情報に配置され
ている複数の電子メールの「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドには、その分割順序をあらわす
情報を配置し、前記ワークステーション装置は、分割パートの画情報が本文情報に配置さ
れている複数の電子メールを受信すると、その「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドに配置され
ている分割順序をあらわす情報を参照し、全ての分割パートの画情報を分割順に連結して
受信画情報を作成するようにしたものである。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照しながら、本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００１９】
図１は、本発明の一実施例にかかるネットワークシステムを示している。
【００２０】
同図において、ローカルエリアネットワークＬＡＮには、複数のワークステーション装置
ＷＳ１～ＷＳｎ、メールサーバ装置ＳＭ、および、ネットワークファクシミリ装置ＦＸが
接続されている。また、ローカルエリアネットワークＬＡＮは、ルータ装置ＲＴを介して
、インターネットへと接続され、他のローカルエリアネットワーク等に接続されているホ
スト装置等との間で種々のデータのやりとりが可能である。
【００２１】
ここで、メールサーバ装置ＳＭは、ローカルエリアネットワークＬＡＮに接続されている
ワークステーション装置ＷＳ１～ＷＳｎを利用するユーザ、および、ネットワークファク
シミリ装置ＦＸに対して、電子メール（後述）の収集および配布のサービスを提供するも
のである。
【００２２】
また、ワークステーション装置ＷＳ１～ＷＳｎには、ローカルエリアネットワークＬＡＮ
を介して種々のデータのやりとりを行うアプリケーションソフトウェア（電子メールの送
受信処理等）や、ネットワークファクシミリ装置ＦＸより受信した電子メールに含まれる
画情報を処理するアプリケーションソフトウェアなどの種々のプログラムが導入されてお
り、特定のユーザにより使用されるものである。ここで、特定のユーザは、一人または複
数人のユーザであってよい。
【００２３】
また、ネットワークファクシミリ装置ＦＸは、ローカルエリアネットワークＬＡＮにおけ
る電子メールの送受信機能、ローカルエリアネットワークＬＡＮに接続されたワークステ
ーション装置ＷＳ１～ＷＳｎとの間の所定のポイント・ツー・ポイント伝送手順による所
定の情報通信の機能、および、公衆網（ＰＳＴＮ）に接続し、この公衆網を伝送路として
用いてグループ３ファクシミリ伝送手順による画情報伝送を行う伝送機能などの種々の伝
送（通信）機能を備えている。また、ネットワークファクシミリ装置ＦＸからワークステ
ーション装置ＷＳ１～ＷＳｎ（のユーザ）へのファクシミリ画情報の送信（配信）は、電
子メールを用いて行われる。
【００２４】
さて、本実施例において、基本的には、ローカルエリアネットワークＬＡＮに接続されて
いる端末相互間でのデータのやりとりは、いわゆるＴＣＰ／ＩＰと呼ばれるトランスポー
トレイヤまでの伝送プロトコルと、それ以上の上位レイヤの通信プロトコルとの組み合わ
せ（いわゆるプロトコルスイート）が適用して行われる。例えば、電子メールのデータの
やりとりでは上位レイヤの通信プロトコルとしてＳＭＴＰ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｍａｉｌ　Ｔ
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ｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）という通信プロトコルが適用される。
【００２５】
また、各端末がメールサーバ装置ＳＭに対して、ユーザ宛の電子メールの受信確認や送信
要求などのために適用するプロトコルとしては、いわゆるＰＯＰ（Ｐｏｓｔ　Ｏｆｆｉｃ
ｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）などを適用することができる。
【００２６】
また、ＴＣＰ／ＩＰ，ＳＭＴＰ，ＰＯＰなどの通信プロトコル、および、電子メールのデ
ータ形式やデータ構造などについては、それぞれＩＥＴＦ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉ
ｎｅｅｒｉｎｇ　Ｔａｓｋ　Ｆｏｒｃｅ）というインターネットに関する技術内容をまと
めている組織から発行されているＲＦＣ（Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｆｏｒ　Ｃｏｍｍｅｎｔｓ）
文書により規定されている。例えば、ＴＣＰはＲＦＣ７９３、ＩＰはＲＦＣ７９３、ＳＭ
ＴＰはＲＦＣ８２１、電子メールの形式は、ＲＦＣ８２２，ＲＦＣ１５２１，ＲＦＣ１５
２２（ＭＩＭＥ（Ｍｕｌｔｉ　Ｐｕｒｐｏｓｅ　Ｍａｉｌ　Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ）形式）
などでそれぞれ規定されている。
【００２７】
そして、ネットワークファクシミリ装置ＦＸは、読み取った原稿画像を公衆網ＰＳＴＮを
介して他のグループ３ファクシミリ装置へ、または、ローカルエリアネットワークＬＡＮ
（さらには、インターネット）を介してワークステーション装置ＷＳ１～ＷＳｎのユーザ
へ送信するとともに、公衆網ＰＳＴＮを介して他のグループ３ファクシミリ装置より受信
した画情報を、そのときに指定されたサブアドレスに対応したユーザに対して、電子メー
ルを用いて転送したり、あるいは、ローカルエリアネットワークＬＡＮのワークステーシ
ョンＷＳより受信した画情報を、指定された短縮ダイアルに対応した公衆網ＰＳＴＮのグ
ループ３ファクシミリ装置へ転送する転送サービス機能等を備えている。
【００２８】
また、自端末宛に受信した電子メールについては、本文情報に配置される画情報を取り出
して、記録出力するようにしている。
【００２９】
ここに、ファクシミリ画情報はバイナリデータであり、電子メールには、直接バイナリデ
ータを含ませることができないので、所定の変換方法（例えば、Ｂａｓｅ６４符号化方法
）を適用して可読情報（７ビットのキャラクタコード）に変換した状態で、電子メールに
含められる。このような電子メールの本文情報の形式をＭＩＭＥ形式という。
【００３０】
図２は、ネットワークファクシミリ装置ＦＸの構成例を示している。
【００３１】
同図において、システム制御部１は、このネットワークファクシミリ装置の各部の制御処
理、および、ファクシミリ伝送制御手順処理などの各種制御処理を行うものであり、シス
テムメモリ２は、システム制御部１が実行する制御処理プログラム、および、処理プログ
ラムを実行するときに必要な各種データなどを記憶するとともに、システム制御部１のワ
ークエリアを構成するものであり、パラメータメモリ３は、このネットワークファクシミ
リ装置に固有な各種の情報を記憶するためのものであり、時計回路４は、現在時刻情報を
出力するものである。
【００３２】
スキャナ５は、所定の解像度で原稿画像を読み取るためのものであり、プロッタ６は、所
定の解像度で画像を記録出力するためのものであり、操作表示部７は、このネットワーク
ファクシミリ装置を操作するためのもので、各種の操作キー、および、各種の表示器から
なる。
【００３３】
符号化復号化部８は、画信号を符号化圧縮するとともに、符号化圧縮されている画情報を
元の画信号に復号化するためのものであり、画像蓄積装置９は、符号化圧縮された状態の
画情報を多数記憶するためのものである。
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【００３４】
グループ３ファクシミリモデム１０は、グループ３ファクシミリのモデム機能を実現する
ためのものであり、伝送手順信号をやりとりするための低速モデム機能（Ｖ．２１モデム
）、および、おもに画情報をやりとりするための高速モデム機能（Ｖ．１７モデム、Ｖ．
３４モデム、Ｖ．２９モデム、Ｖ．２７ｔｅｒモデムなど）を備えている。
【００３５】
網制御装置１１は、このファクシミリ装置を公衆網（ＰＳＴＮ）に接続するためのもので
あり、自動発着信機能を備えている。
【００３６】
ローカルエリアネットワークインターフェース回路１２は、このインターネットファクシ
ミリ装置をローカルエリアネットワークＬＡＮに接続するためのものであり、ローカルエ
リアネットワーク伝送制御部１３は、ローカルエリアネットワークＬＡＮを介して、他の
データ端末装置との間で種々のデータをやりとりするための各種所定のプロトコルスイー
トの通信制御処理（電子メール送受信処理やポイント・ツー・ポイント通信処理等）を実
行するためのものである。
【００３７】
これらの、システム制御部１、システムメモリ２、パラメータメモリ３、時計回路４、ス
キャナ５、プロッタ６、操作表示部７、符号化復号化部８、画像蓄積装置９、グループ３
ファクシミリモデム１０、網制御装置１１、および、ローカルエリアネットワーク伝送制
御部１３は、内部バス１４に接続されており、これらの各要素間でのデータのやりとりは
、主としてこの内部バス１４を介して行われている。
【００３８】
また、網制御装置１１とグループ３ファクシミリモデム１０との間のデータのやりとりは
、直接行なわれている。
【００３９】
また、ネットワークファクシミリ装置ＦＸには、公衆網より画情報受信時に送信側から通
知されるサブアドレスに対して、配信先のユーザのメールアドレスを登録したアドレス変
換テーブルが保存されており、その一例を図３に示す。
【００４０】
このアドレス変換テーブルは、おのおののサブアドレスについて、それぞれの配信先を識
別するためのＩＤ、サブアドレス、および、配信先のユーザのメールアドレスを組にして
記憶するものである。
【００４１】
また、本実施例では、公衆網を介して他のグループ３ファクシミリ装置より受信した画情
報を、マイクロソフト社のファクシミリアプリケーションにおける標準画像データ形式で
あるＤＣＸという形式の画像データに変換し、その変換後の画像データを電子メールを用
いて配信先のユーザに送信するようにしている。
【００４２】
このＤＣＸ情報は、図４に示すように、ヘッダ情報と、１ページ以上の画像データからな
り、おのおのの画像データとしては、ＰＣＸ（マイクロソフト社のファクシミリアプリケ
ーションにおける標準画像データ形式）という形式の画像データが適用される。
【００４３】
ヘッダ情報には、このＤＣＸ情報に含まれる各ページについての索引情報（先頭データの
位置情報等）が保存される。また、ＰＣＸ情報も、図示はしていないが、ヘッダ情報と、
本体である画像データからなり、そのヘッダ情報には、画像データの解像度や大きさなど
の属性値が記憶される。また、ＰＣＸ情報の画像データは、所定方式により符号化圧縮さ
れる場合もある。
【００４４】
さて、本実施例では、公衆網を介して他のグループ３ファクシミリ装置より受信した画情
報をＤＣＸ情報へ変換した際、そのデータ量が所定値、例えば、６４ＫＢを超えていると
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きには、ＤＣＸ情報を６４ＫＢで分割し、それぞれの分割部分（以下、「分割パート」と
いう。）を異なる電子メールで配信するようにしている。
【００４５】
また、分割パートを運ぶ電子メールのヘッダ情報における「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールド
には、その電子メールが運ぶ画情報の識別情報と、分割パートの分割番号を配置して、受
信側で元のＤＣＸ情報を再構成できるようにしている。
【００４６】
例えば、図５（ａ）に示すように、３ページの画像データからなるＤＣＸ情報を考える。
この場合、ヘッダ情報と３ページ分の画像データをあわせたデータ長が１２８ＫＢであり
、これを６４ＫＢで分割すると、同図（ｂ）に示すように、２つの分割パートが形成され
る。
【００４７】
そして、この分割パートのデータを、それぞれＭＩＭＥ情報へ変換して電子メールの本文
情報にセットするとともに、図６に示すように、最初の分割パートを運ぶ電子メールのヘ
ッダ情報における「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドには、「ＦＡＸ　Ｍｅｓｓａｇｅ　８１
０３５５５５－１２３４（１／２）」という内容を配置し、また、２つ目の分割パートを
運ぶ電子メールのヘッダ情報における「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドには、「ＦＡＸ　Ｍ
ｅｓｓａｇｅ　８１０３５５５５－１２３４（２／２）」という内容を配置する。
【００４８】
ここで、最初の分割パートを運ぶ電子メールのヘッダ情報における「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フ
ィールドに配置する情報のうち、「ＦＡＸ　Ｍｅｓｓａｇｅ」は、電子メールの本文情報
の内容がファクシミリメッセージ（ファクシミリ文書；画情報）であることをあらわし、
次の「８１０３５５５５－１２３４」は、ファクシミリメッセージの識別名をあらわし、
次の「（１／２）」は、２分割された分割パートの１番目ということをあらわす。すなわ
ち、最後の「（１／２）」が、分割順序をあらわす分割番号である。
【００４９】
また、分割されない場合には、「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドの内容は、「ＦＡＸ　Ｍｅ
ｓｓａｇｅ　８１０３５５５５－１２３４」などとなり、分割番号が付加されない。
【００５０】
一方、ワークステーション装置ＷＳ１～ＷＳｎでは、電子メールを受信した際、その電子
メールのヘッダ情報の「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドに、「ＦＡＸ　Ｍｅｓｓａｇｅ」が
配置されていれば、その電子メールの本文情報の内容がファクシミリメッセージであると
認識する。
【００５１】
また、次の「８１０３５５５５－１２３４」により、そのファクシミリメッセージの識別
名を認識し、それに続いて、分割番号が付加されていれば、分割パートの電子メールであ
ると認識する。この場合には、同一識別名で、連続する分割番号が付加されている全ての
電子メールを受信するまで待つ。そして、同一識別名で、連続する分割番号が付加されて
いる全ての電子メールを受信すると、それらを分割番号順に並べ、その本文情報を元の分
割パートのデータに変換し、それらを分割番号順に連結して、元のＤＣＸ情報を復元する
。
【００５２】
このようにして、データ量の大きなＤＣＸ情報を送信するときには、メールサーバ装置に
おける電子メールの本文情報のデータ長さの制限値となると想定される所定値（例えば、
６４ＫＢ）でＤＣＸ情報を分割し、複数の電子メールで送信するので、このようなファク
シミリ文書も適切に宛先ユーザへ配信することができる。
【００５３】
図７および図８は、公衆網より着信検出した際にネットワークファクシミリ装置ＦＸが実
行する処理の一例を示している。
【００５４】
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まず、着信検出すると（判断１０１の結果がＹＥＳ）、着信応答して（処理１０２）、所
定のグループ３ファクシミリ伝送手順の伝送前手順を実行して（処理１０３）、そのとき
に使用する伝送機能などを設定し、モデムトレーニング手順を実行してそのときに使用す
るモデム速度を決定し（処理１０４）、画情報受信手順を実行し、画情報を受信して、受
信した画情報を画像蓄積装置９に蓄積する（処理１０５）。
【００５５】
画情報受信動作を終了すると、所定の伝送後手順を実行した後に（処理１０６）、回線を
復旧する（処理１０７）。
【００５６】
次いで、そのときに配信先をあらわすサブアドレス信号ＳＵＢを受信しているかどうかを
調べ（判断１０８）、サブアドレス信号ＳＵＢを受信しない場合で、判断１０８の結果が
ＮＯになるときには、画像蓄積装置９より受信画情報を読み出して、符号化復号化部８で
復号化して元の画像データを得て（処理１０９）、その画像データをプロッタ６へ転送し
て、受信原稿を記録出力する（処理１１０）。そして、記録終了した受信画情報を画像蓄
積装置９より消去して（処理１１１）、この動作を終了する。
【００５７】
また、サブアドレス信号ＳＵＢを受信している場合で、判断１０８の結果がＹＥＳになる
ときには、画像蓄積装置９に保存した受信画情報を、上述したＤＣＸ情報に変換し（処理
１１２）、そのＤＣＸ情報のデータ量を調べる（処理１１３）。
【００５８】
ＤＣＸ情報のデータ長が所定値を超えているときで、判断１１４の結果がＹＥＳになると
きには、その規定データ長でＤＣＸ情報を分割し（処理１１５）、上述した「Ｓｕｂｊｅ
ｃｔ」フィールドを含む各分割パートのヘッダ情報を作成し（処理１１６）、各分割パー
トのデータをＭＩＭＥ情報に変換して本文情報を作成し（処理１１７）、ヘッダ情報と本
文情報からなる各分割パートの配信電子メールをメールサーバ装置ＳＭへ送信する（処理
１１８）。また、サブアドレス信号ＳＵＢに対応してアドレス変換テーブルに登録されて
いるメールアドレスを、ヘッダ情報の宛先アドレスに設定する。
【００５９】
次いで、送信終了した受信画情報とＤＣＸ情報を画像蓄積装置９より消去し（処理１１９
）、この動作を終了する。
【００６０】
また、ＤＣＸ情報のデータ長が所定値を超えていないときで、判断１１４の結果がＮＯに
なるときには、上述した「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドを含むヘッダ情報を作成し（処理
１２０）、ＤＣＸ情報をＭＩＭＥ情報に変換して本文情報を作成し（処理１２１）、ヘッ
ダ情報と本文情報からなる配信電子メールをメールサーバ装置ＳＭへ送信する（処理１２
２）。また、サブアドレス信号ＳＵＢに対応してアドレス変換テーブルに登録されている
メールアドレスを、ヘッダ情報の宛先アドレスに設定する。
【００６１】
次いで、送信終了した受信画情報とＤＣＸ情報を画像蓄積装置９より消去し（処理１２３
）、この動作を終了する。
【００６２】
図９は、ワークステーション装置ＷＳ１～ＷＳｎで電子メールを受信した際に実行する処
理の一例を示している。なお、この処理は、いわゆるＭＵＡ（Ｍａｉｌ　Ｕｓｅｒ　Ａｇ
ｅｎｔ；電子メールソフト）の動作の一部である。
【００６３】
電子メールを受信すると（判断２０１の結果がＹＥＳ）、電子メールを受信して保存し（
処理２０２）、ヘッダ情報の「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドを調べて（処理２０３）、受
信した電子メールがファクシミリメッセージであるかどうかを調べる（判断２０４）。
【００６４】
受信した電子メールがファクシミリメッセージではなく、判断２０４の結果がＮＯになる
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ときには、所定の電子メール受信時の処理を実行して（処理２０５）、この動作を終了す
る。
【００６５】
また、受信した電子メールがファクシミリメッセージである場合で、判断２０４の結果が
ＹＥＳになるときには、分割されたファクシミリメッセージであるかどうかを調べる（判
断２０６）。
【００６６】
分割されたファクシミリメッセージではない場合で、判断２０６の結果がＮＯになるとき
には、受信した電子メールの本文情報を元の画像データ（ＤＣＸ情報）に変換して保存し
（処理２０７）、その保存したＤＣＸ情報について、図１０に示すような保存履歴情報を
作成して保存し（処理２０８）、この動作を終了する。
【００６７】
また、分割されたファクシミリメッセージの場合で、判断２０６の結果がＹＥＳになると
きには、それまでに受信した電子メールを調べて、全ての分割パートを受信しているかど
うかを調べる（判断２０９）。全ての分割パートを受信していない場合で、判断２０９の
結果がＮＯになるときには、その時点で、この動作を終了する。
【００６８】
また、全ての分割パートを受信している場合で、判断２０９の結果がＹＥＳになるときに
は、各分割パートの電子メールを分割番号順に並べ（処理２１０）、各分割パートの電子
メールの本文情報を元の分割された画像データに変換し（処理２１１）、各分割パートの
画像データを分割番号順に連結して元のＤＣＸ情報を復元し、そのＤＣＸ情報を保存し（
処理２１２）、その保存したＤＣＸ情報について保存履歴情報を作成して保存し（処理２
１３）、この動作を終了する。
【００６９】
なお、保存履歴情報は、ファクシミリメッセージの保存の履歴を管理するためのものであ
り、メール番号、分割数、分割パートまたは非分割パートを運んだ電子メールのメッセー
ジＩＤ、送信元情報、および、保存したＤＣＸ情報のファイル名からなる。
【００７０】
したがって、ユーザは、この保存履歴情報に基づいて、ネットワークファクシミリ装置Ｆ
Ｘより配信された画情報を、ファイル名から特定し、表示することができる。
【００７１】
なお、このようにファクシミリメッセージを受信した場合には、その旨をユーザに通知し
、保存したＤＣＸ情報をユーザに対して画面表示するようにしてもよい。
【００７２】
このようにして、本実施例では、データ量の大きなＤＣＸ情報を送信するときには、メー
ルサーバ装置における電子メールの本文情報のデータ長さの制限値となると想定される所
定値（例えば、６４ＫＢ）でＤＣＸ情報を分割し、複数の電子メールで送信するので、こ
のようなファクシミリ文書も適切に宛先ユーザへ配信することができる。
【００７３】
図１１（ａ），（ｂ）は、ＤＣＸ情報の分割態様の他の例を示している。
【００７４】
この場合、ヘッダ情報と３ページ分の画像データをあわせたデータ長が１２８ＫＢであり
、これを６４ＫＢで、かつ、ページ境界で分割すると、同図（ｂ）に示すように、まず、
ヘッダ情報と１ページ目と２ページ目の画像データは、１つの分割パートに収まる。ここ
で、３ページ目の画像データが６４ＫＢよりも大きいため、この３ページ目の画像データ
をさらに６４ＫＢで２つに分割する。よって、この場合には、３つの分割パートが形成さ
れる。
【００７５】
そして、この分割パートのデータを、それぞれ運ぶ電子メールのヘッダ情報における「Ｓ
ｕｂｊｅｃｔ」フィールドには、図１２に示すように、「ＦＡＸ　Ｍｅｓｓａｇｅ　８１
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０３５５５５－１２３４：Ｆ１」、「ＦＡＸ　Ｍｅｓｓａｇｅ　８１０３５５５５－１２
３４：Ｆ２（１／２）」、「ＦＡＸ　Ｍｅｓｓａｇｅ　８１０３５５５５－１２３４：Ｆ
２（１／２）」という内容を配置する。
【００７６】
ここで、最初の分割パートを運ぶ電子メールのヘッダ情報における「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フ
ィールドに配置する情報のうち、「ＦＡＸ　Ｍｅｓｓａｇｅ」は、電子メールの本文情報
の内容がファクシミリメッセージ（ファクシミリ文書；画情報）であることをあらわし、
次の「８１０３５５５５－１２３４」は、ファクシミリメッセージの識別名をあらわし、
次の「：Ｆ１／２」は、同じ識別名の２分割された分割パートのうち１番目のものである
ことをあらわしている。
【００７７】
また、２番目の分割パートを運ぶ電子メールのヘッダ情報における「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フ
ィールドに配置する情報のうち、「：Ｆ２／２（１／２）」は、同じ識別名の２分割され
た分割パートのうち２番目のものであり、さらに、この２番目の分割パートが２分割され
ていて、その１番目の分割パートであることをあらわす。
【００７８】
さらに、３番目の分割パートを運ぶ電子メールのヘッダ情報における「Ｓｕｂｊｅｃｔ」
フィールドに配置する情報のうち、「：Ｆ２／２（２／２）」は、同じ識別名の２分割さ
れた分割パートのうち２番目のものであり、さらに、この２番目の分割パートが２分割さ
れていて、その２番目の分割パートであることをあらわす。
【００７９】
したがって、この場合には、「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドに配置する情報のうち、「：
Ｆ１／２」、「：Ｆ２／２（１／２）」、「：Ｆ２／２（２／２）」が分割順序をあらわ
す分割番号となる。
【００８０】
図１３、図１４および図１５は、この場合に、公衆網より着信検出した際にネットワーク
ファクシミリ装置ＦＸが実行する処理の一例を示している。
【００８１】
まず、着信検出すると（判断３０１の結果がＹＥＳ）、着信応答して（処理３０２）、所
定のグループ３ファクシミリ伝送手順の伝送前手順を実行して（処理３０３）、そのとき
に使用する伝送機能などを設定し、モデムトレーニング手順を実行してそのときに使用す
るモデム速度を決定し（処理３０４）、画情報受信手順を実行し、画情報を受信して、受
信した画情報を画像蓄積装置９に蓄積する（処理３０５）。
【００８２】
画情報受信動作を終了すると、所定の伝送後手順を実行した後に（処理３０６）、回線を
復旧する（処理３０７）。
【００８３】
次いで、そのときに配信先をあらわすサブアドレス信号ＳＵＢを受信しているかどうかを
調べ（判断３０８）、サブアドレス信号ＳＵＢを受信しない場合で、判断３０８の結果が
ＮＯになるときには、画像蓄積装置９より受信画情報を読み出して、符号化復号化部８で
復号化して元の画像データを得て（処理３０９）、その画像データをプロッタ６へ転送し
て、受信原稿を記録出力する（処理３１０）。そして、記録終了した受信画情報を画像蓄
積装置９より消去して（処理３１１）、この動作を終了する。
【００８４】
また、サブアドレス信号ＳＵＢを受信している場合で、判断３０８の結果がＹＥＳになる
ときには、画像蓄積装置９に保存した受信画情報を、上述したＤＣＸ情報に変換し（処理
３１２）、そのＤＣＸ情報が複数ページの画像データを含むかどうかを調べる（判断３１
３）。
【００８５】
ＤＣＸ情報が複数ページの画像データを含む場合で、判断３１３の結果がＹＥＳになると
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きには、規定データ長で、かつ、ページ単位にＤＣＸ情報を分割し（処理３１４）、分割
したページに規定データ長を超えるものがあるかどうかを調べる（判断３１５）。分割し
たページに規定データ長を超えるものがある場合で、判断３１５の結果がＹＥＳになると
きには、そのページのＤＣＸ情報をさらに分割する。
【００８６】
次いで、各分割パートについて、上述した「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドを含む各分割パ
ートのヘッダ情報を作成し（処理３１７）、各分割パートのデータをＭＩＭＥ情報に変換
して本文情報を作成し（処理３１８）、ヘッダ情報と本文情報からなる各分割パートの配
信電子メールをメールサーバ装置ＳＭへ送信する（処理３１９）。また、サブアドレス信
号ＳＵＢに対応してアドレス変換テーブルに登録されているメールアドレスを、ヘッダ情
報の宛先アドレスに設定する。
【００８７】
次いで、送信終了した受信画情報とＤＣＸ情報を画像蓄積装置９より消去し（処理３２０
）、この動作を終了する。
【００８８】
また、ＤＣＸ情報が複数ページの画像データを含まない場合で、判断３１３の結果がＮＯ
になるときには、そのＤＣＸ情報のデータ量が規定データ長を超えるかどうかを調べる（
判断３２１）。
【００８９】
ＤＣＸ情報のデータ長が所定値を超えているときで、判断３２１の結果がＹＥＳになると
きには、その規定データ長でＤＣＸ情報を分割し（処理３２２）、上述した「Ｓｕｂｊｅ
ｃｔ」フィールドを含む各分割パートのヘッダ情報を作成し（処理３２３）、各分割パー
トのデータをＭＩＭＥ情報に変換して本文情報を作成し（処理３２４）、ヘッダ情報と本
文情報からなる各分割パートの配信電子メールをメールサーバ装置ＳＭへ送信する（処理
３２５）。また、サブアドレス信号ＳＵＢに対応してアドレス変換テーブルに登録されて
いるメールアドレスを、ヘッダ情報の宛先アドレスに設定する。
【００９０】
次いで、送信終了した受信画情報とＤＣＸ情報を画像蓄積装置９より消去し（処理３２６
）、この動作を終了する。
【００９１】
また、ＤＣＸ情報のデータ長が所定値を超えていないときで、判断３２１の結果がＮＯに
なるときには、上述した「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドを含むヘッダ情報を作成し（処理
３２７）、ＤＣＸ情報をＭＩＭＥ情報に変換して本文情報を作成し（処理３２８）、ヘッ
ダ情報と本文情報からなる配信電子メールをメールサーバ装置ＳＭへ送信する（処理３２
９）。また、サブアドレス信号ＳＵＢに対応してアドレス変換テーブルに登録されている
メールアドレスを、ヘッダ情報の宛先アドレスに設定する。
【００９２】
次いで、送信終了した受信画情報とＤＣＸ情報を画像蓄積装置９より消去し（処理３３０
）、この動作を終了する。
【００９３】
なお、この場合において、ワークステーション装置ＷＳ１～ＷＳｎで電子メールを受信し
た際に実行する処理は、図９と同様なものとなるので、その説明を省略する。
【００９４】
このようにして、本実施例では、データ量の大きなＤＣＸ情報を送信するときには、メー
ルサーバ装置における電子メールの本文情報のデータ長さの制限値となると想定される所
定値（例えば、６４ＫＢ）で、かつ、ページ単位にＤＣＸ情報を分割し、複数の電子メー
ルで送信するので、このようなファクシミリ文書も適切に宛先ユーザへ配信することがで
きる。
【００９５】
図１６（ａ），（ｂ）は、ＤＣＸ情報の分割態様のさらに他の例を示している。
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【００９６】
この場合、ヘッダ情報と３ページ分の画像データをあわせたデータ長が１２８ＫＢであり
、これを６４ＫＢで、かつ、ページ境界で分割すると、同図（ｂ）に示すように、まず、
ヘッダ情報と１ページ目と２ページ目の画像データは、１つの分割パートに収まり、３ペ
ージ目の画像データは、別の分割パートのものとなる。
【００９７】
そこで、この場合には、おのおのの分割パートを独立して表示できるようにするために、
それぞれの分割パートには、その分割パートに含まれる画像データのみをあらわすＤＣＸ
情報のヘッダ情報を作成して、付加する。
【００９８】
ただし、この場合の３ページ目の画像データは、新たに付加されるヘッダ情報を含めて、
６４ＫＢよりも大きくなる、この３ページ目の画像データをさらに６４ＫＢで２つに分割
する。よって、この場合には、３つの分割パートが形成される。
【００９９】
また、この場合の分割パートのデータそれぞれ運ぶ電子メールのヘッダ情報における「Ｓ
ｕｂｊｅｃｔ」フィールドの内容は、図１２と同様の内容のものを適用することができる
。
【０１００】
図１７、図１８および図１９は、この場合に、公衆網より着信検出した際にネットワーク
ファクシミリ装置ＦＸが実行する処理の一例を示している。
【０１０１】
まず、着信検出すると（判断４０１の結果がＹＥＳ）、着信応答して（処理４０２）、所
定のグループ３ファクシミリ伝送手順の伝送前手順を実行して（処理４０３）、そのとき
に使用する伝送機能などを設定し、モデムトレーニング手順を実行してそのときに使用す
るモデム速度を決定し（処理４０４）、画情報受信手順を実行し、画情報を受信して、受
信した画情報を画像蓄積装置９に蓄積する（処理４０５）。
【０１０２】
画情報受信動作を終了すると、所定の伝送後手順を実行した後に（処理４３０６）、回線
を復旧する（処理４０７）。
【０１０３】
次いで、そのときに配信先をあらわすサブアドレス信号ＳＵＢを受信しているかどうかを
調べ（判断４０８）、サブアドレス信号ＳＵＢを受信しない場合で、判断４０８の結果が
ＮＯになるときには、画像蓄積装置９より受信画情報を読み出して、符号化復号化部８で
復号化して元の画像データを得て（処理４０９）、その画像データをプロッタ６へ転送し
て、受信原稿を記録出力する（処理４１０）。そして、記録終了した受信画情報を画像蓄
積装置９より消去して（処理４１１）、この動作を終了する。
【０１０４】
また、サブアドレス信号ＳＵＢを受信している場合で、判断４０８の結果がＹＥＳになる
ときには、画像蓄積装置９に保存した受信画情報を、上述したＤＣＸ情報に変換し（処理
４１２）、そのＤＣＸ情報が複数ページの画像データを含むかどうかを調べる（判断４１
３）。
【０１０５】
ＤＣＸ情報が複数ページの画像データを含む場合で、判断４１３の結果がＹＥＳになると
きには、規定データ長で、かつ、ページ単位にＤＣＸ情報を分割し（処理４１４）、分割
したページに規定データ長を超えるものがあるかどうかを調べる（判断４１５）。分割し
たページに規定データ長を超えるものがある場合で、判断４１５の結果がＹＥＳになると
きには、そのページのＤＣＸ情報をさらに分割する。
【０１０６】
次いで、各分割パートについて、新たにＤＣＸ情報のヘッダ情報を作成して付加し（処理
４１７）、上述した「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドを含む各分割パートのヘッダ情報を作
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成し（処理４１８）、各分割パートのデータをＭＩＭＥ情報に変換して本文情報を作成し
（処理４１９）、ヘッダ情報と本文情報からなる各分割パートの配信電子メールをメール
サーバ装置ＳＭへ送信する（処理４２０）。また、サブアドレス信号ＳＵＢに対応してア
ドレス変換テーブルに登録されているメールアドレスを、ヘッダ情報の宛先アドレスに設
定する。
【０１０７】
次いで、送信終了した受信画情報とＤＣＸ情報を画像蓄積装置９より消去し（処理４２１
）、この動作を終了する。
【０１０８】
また、ＤＣＸ情報が複数ページの画像データを含まない場合で、判断４１３の結果がＮＯ
になるときには、そのＤＣＸ情報のデータ量が規定データ長を超えるかどうかを調べる（
判断４２２）。
【０１０９】
ＤＣＸ情報のデータ長が所定値を超えているときで、判断４２２の結果がＹＥＳになると
きには、その規定データ長でＤＣＸ情報を分割し（処理４２３）、上述した「Ｓｕｂｊｅ
ｃｔ」フィールドを含む各分割パートのヘッダ情報を作成し（処理４２４）、各分割パー
トのデータをＭＩＭＥ情報に変換して本文情報を作成し（処理４２５）、ヘッダ情報と本
文情報からなる各分割パートの配信電子メールをメールサーバ装置ＳＭへ送信する（処理
４２６）。また、サブアドレス信号ＳＵＢに対応してアドレス変換テーブルに登録されて
いるメールアドレスを、ヘッダ情報の宛先アドレスに設定する。
【０１１０】
次いで、送信終了した受信画情報とＤＣＸ情報を画像蓄積装置９より消去し（処理４２７
）、この動作を終了する。
【０１１１】
また、ＤＣＸ情報のデータ長が所定値を超えていないときで、判断４２２の結果がＮＯに
なるときには、上述した「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドを含むヘッダ情報を作成し（処理
４２８）、ＤＣＸ情報をＭＩＭＥ情報に変換して本文情報を作成し（処理４２９）、ヘッ
ダ情報と本文情報からなる配信電子メールをメールサーバ装置ＳＭへ送信する（処理４３
０）。また、サブアドレス信号ＳＵＢに対応してアドレス変換テーブルに登録されている
メールアドレスを、ヘッダ情報の宛先アドレスに設定する。
【０１１２】
次いで、送信終了した受信画情報とＤＣＸ情報を画像蓄積装置９より消去し（処理４３１
）、この動作を終了する。
【０１１３】
なお、この場合において、ワークステーション装置ＷＳ１～ＷＳｎで電子メールを受信し
た際に実行する処理は、図９と同様なものとなるので、その説明を省略する。
【０１１４】
このようにして、本実施例では、データ量の大きなＤＣＸ情報を送信するときには、メー
ルサーバ装置における電子メールの本文情報のデータ長さの制限値となると想定される所
定値（例えば、６４ＫＢ）で、かつ、ページ単位にＤＣＸ情報を分割するとともに、それ
ぞれの分割パートについて、新たなヘッダ情報を付加し、複数の電子メールで送信するの
で、このようなファクシミリ文書も適切に宛先ユーザへ配信することができる。
【０１１５】
なお、上述した実施例では、ワークステーション装置へ送信する画像データとして、ＤＣ
Ｘ情報を適用した場合について説明したがそれ以外のデータ形式の画像データを適用する
場合にも、本発明を同様にして適用することができる。その際、例えば、図２０（ａ）に
示すように、各ページの先頭にその画像データの属性等をあらわすヘッダ情報が付加され
る画像データの形式を適用した場合には、同図（ｂ）に示すように、規定データ長で、か
つ、ページ単位に分割するとともに、１ページ分のデータ長が規定値を超える場合には、
さらに、そのページを分割するような分割態様にすることができる。
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【０１１６】
また、画像データを分割するために適用する規定データ長は、上述した実施例の６４ＫＢ
に限ることはない。
【０１１７】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、データ量の大きなＤＣＸ情報を送信するときには
、メールサーバ装置における電子メールの本文情報のデータ長さの制限値となると想定さ
れる所定値（例えば、６４ＫＢ）でＤＣＸ情報を分割し、複数の電子メールで送信するの
で、このようなファクシミリ文書も適切に宛先ユーザへ配信することができるという効果
を得る。
【０１１８】
また、データ量の大きなＤＣＸ情報を送信するときには、メールサーバ装置における電子
メールの本文情報のデータ長さの制限値となると想定される所定値（例えば、６４ＫＢ）
で、かつ、ページ単位にＤＣＸ情報を分割し、複数の電子メールで送信するので、このよ
うなファクシミリ文書も適切に宛先ユーザへ配信することができるという効果も得る。
【０１１９】
また、データ量の大きなＤＣＸ情報を送信するときには、メールサーバ装置における電子
メールの本文情報のデータ長さの制限値となると想定される所定値（例えば、６４ＫＢ）
で、かつ、ページ単位にＤＣＸ情報を分割するとともに、それぞれの分割パートについて
、新たなヘッダ情報を付加し、複数の電子メールで送信するので、このようなファクシミ
リ文書も適切に宛先ユーザへ配信することができるという効果も得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例にかかるネットワークシステムを示したブロック図。
【図２】ネットワークファクシミリ装置ＦＸの構成例を示したブロック図。
【図３】アドレス変換テーブルの一例を示した概略図。
【図４】ＤＣＸ情報の一例を示した概略図。
【図５】画像データの分割態様の一例を説明するための概略図。
【図６】電子メールのヘッダ情報における「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドの内容の一例を
説明するための概略図。
【図７】公衆網より着信検出した際にネットワークファクシミリ装置ＦＸが実行する処理
の一例の一部を示したフローチャート。
【図８】公衆網より着信検出した際にネットワークファクシミリ装置ＦＸが実行する処理
の一例の残りの部分を示したフローチャート。
【図９】ワークステーション装置ＷＳ１～ＷＳｎで電子メールを受信した際に実行する処
理の一例を示したフローチャート。
【図１０】保存履歴情報の一例を示した概略図。
【図１１】画像データの分割態様の他の例を説明するための概略図。
【図１２】電子メールのヘッダ情報における「Ｓｕｂｊｅｃｔ」フィールドの内容の他の
例を説明するための概略図。
【図１３】公衆網より着信検出した際にネットワークファクシミリ装置ＦＸが実行する処
理の他の例の一部を示したフローチャート。
【図１４】公衆網より着信検出した際にネットワークファクシミリ装置ＦＸが実行する処
理の他の例の他の部分を示したフローチャート。
【図１５】公衆網より着信検出した際にネットワークファクシミリ装置ＦＸが実行する処
理の他の例の残りの部分を示したフローチャート。
【図１６】画像データの分割態様のさらに他の例を説明するための概略図。
【図１７】公衆網より着信検出した際にネットワークファクシミリ装置ＦＸが実行する処
理のさらに他の例の一部を示したフローチャート。
【図１８】公衆網より着信検出した際にネットワークファクシミリ装置ＦＸが実行する処
理のさらに他の例の他の部分を示したフローチャート。
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【図１９】公衆網より着信検出した際にネットワークファクシミリ装置ＦＸが実行する処
理の他の例の残りの部分を示したフローチャート。
【図２０】画像データの分割態様の別な例を説明するための概略図。
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

(18) JP 3573251 B2 2004.10.6



【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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